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 本研究では、リング状（直径 19 mm）にした擬一次元 Pt 作用電極上での H2O2 振動還元反応において、空間一様
振動や空間非一様振動が観測されることを明らかにした。個々の電極反応と拡散や泳動、ポテンショスタットを介し
た空間カップリングを考慮に入れた数理モデルを構築し、これらの時空間反応パターンを数値シミュレーションによ
り再現した。さらに、線形分岐解析、非線形分岐解析により異なる振動モード間の選択則をそれぞれ明らかにした。
また、Pt 作用電極と参照電極の間の距離を変化させると空間一様振動と空間非一様振動の間でヒステリシスが観測さ
れることを見出し、数値シミュレーションと非線形分岐解析により、そのメカニズムを明らかにした。さらに、電位
を正方向および負方向ヘスキャンすると、そのスキャンの方向に依存して振動状態と定常状態の間でヒステリシスが
観測されることを実験的に見出したが、非線形分岐解析によりこの電気化学系の詳細な分岐構造の解明を行った。ま
た、複数の振動子が並べて配置された場合に、それぞれの振動子の周期が互いにそろう「カップリング現象」を実験
的に観測し、そのメカニズムを解明した。この一連の研究によって、いろいろな電気化学振動現象を数理モデルで解
釈することが可能になった。 
 よって、本論文を博士（工学）の学位論文として価値のあるものと認める。 
